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令和７年４月９日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立金沢総合高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月11日実施） 

総合評価（４月８日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

〇個々が主体的に学ぶ意

欲を高め、希望する進

路選択に適う単位制総

合学科の趣旨を生かし

たカリキュラムを編成

する。 

〇確かな学力向上に向け

て、生徒の学習意欲を

高めるために、組織的

な授業改善に取り組

む。 

①主体的な学習につなが

る教育課程のあり方を

検証し、個々のニーズ

に応じた科目選択や効

果的な履修指導を実施

する。 

②ICT機器・外部資源を

効果的に活用した組織

的な授業改善を積極的

に行い、主体的に学ぶ

姿勢を高め、基礎学力

の充実を図る。 

①関係部署と連携し、生徒

のニーズにあった科目選

択ができるような時間割

作成を行い、生徒の進路

実現に向けた履修指導を

行う。 

②・生徒による授業評価を

参考にニーズに合わせた

取組みや、生徒が主体的

に学ぶための授業づくり

を、研修会を通して実践

する。 

・学習習慣の形成に向

け、スタディーサポート

を活用して学習支援につ

とめ進路選択の幅を広げ

る 

①生徒の希望を適切に受け

入れられるような時間割

作成につとめたか。また

適切な履修指導を進めら

れるよう、丁寧な支援を

行ったか。 

②・生徒のニーズに合わせ

た授業方法や教材の工夫

ができたか。また、研修

会を通して職員のスキル

アップができたか。 

・スタディーサポートの活

用により学習習慣の確立

や基礎学習の向上につな

がったか。 

①教科・系列と連携し、効

率的な講座配置について

の検討を進めた。生徒と

の面談指導を積極的に行

い、進路実現に向けた科

目選択の支援を行った。 

②スタディーサポートの活

用により、家庭学習の推

進を図った。ICT機器を

活用した授業実践を参観

し、効果的な活用方法を

研修した。 

 

 

①学習指導要領に基づく教

育課程が完成したが、生

徒のニーズをより一層受

け入れられる履修指導に

努めていく必要がある。

生徒の関心や意欲は個々

によって異なるため、よ

り一層丁寧な支援が必要

である。 

②さらなる授業改善を目指

し、研修会での学びを活

かしていく必要がある。

ICT機器の活用の能力に

は教員間で差があるた

め、その能力に応じた研

修内容が必要である。 

・基礎学力向上とのバ

ランスを考慮したカリ

キュラム編成、学習習

慣の形成、定着を図る

生徒指導を期待する 

・常に授業改善が必要

である。年２回行う生

徒による授業評価を有

効に活用している。 

・教員のICT機器の活

用はすべての教員がレ

ベルアップ出来るよう

に研修の充実をお願い

したい。 

 

① 効率的に科目選択でき

るように、各教科、系

列で講座数を増やす等

の工夫をして、生徒た

ちのニーズに沿った選

択指導を可能にした。 

② スタディーサポートを

活用して、家庭学習の

習慣を定着させるとと

もに、基礎学力の向上

を図った。ICT機器活

用の授業実践を相互に

参観して、指導方法の

研修を行ったが、個々

の能力に応じた研修の

必要性を感じた。 

① 履修指導の基本的

な方針を学校全体

で確認して、面談

を通して生徒たち

の進路希望に適う

科目選択を可能に

する指導体制を確

立する。 

② スタディーサポー

トの意義を理解さ

せ結果を活用した

進路支援を共有し

ていく。ICT機器

活用の授業研究

は、職員のニーズ

に合わせた研修会

を実施する。 

２ 
（幼児・児童） 

生徒指導・支援 

〇日常的な生徒指導を組

織的に行い、規範意識

の醸成及び、個に応じ

た相談・支援体制のさ

らなる充実を図る。 

〇生徒主体の学校行事や

生徒会活動・部活動を

推進し、リーダーシッ

プを育成する支援を継

続的に行っていく。 

①生徒指導の意義や目的

を明確化しつつ計画的

に実施し指導の姿勢を

職員で共有する。 

②学校行事や生徒会活

動、部活動において、

生徒が主体的に動ける

環境を整え、日常の授

業やＨＲ活動での指導

を通じて、生徒の規範

意識の向上を図る。 

③生徒の多様性をふまえ

た教育相談体制を構築

し、支援を必要とする

生徒に寄り添った対応

を充実させる。 

①指導の要点を明確化する

とともに、職員全体が日

常の生徒指導に取り組め

るよう計画・実施する。 

②学校行事や委員会活動、

部活動において、生徒一

人ひとりが自らの役割を

考え、動けるよう工夫す

る。 

③「かながわ子どもサポー

トドック」を適切に活用

することで生徒の実態を

職員間で積極的に共有し

保護者との連携によって

生徒に寄り添った支援体

制を整える。 

①あいさつ運動や校内巡

視、身だしなみ指導に際

して、職員が意義や目的

を共有できたか。多くの

職員が取り組むことがで

きたか。 

②生徒がそれぞれの場面で

自ら動くべき時が分かっ

ていたか。また、生徒の

意見は正しく反映された

か。 

③「かながわ子どもサポー

トドック」を適切に活用

し、支援を必要とする生

徒に寄り添った対応がで

きたか。 

①職員が意義や目的を共有

して、年次で統一した指

導をすることができた。

年数回のあいさつ運動の

機会を捉え、身だしなみ

にも重点を置くことを生

徒に明確に示した。 

②与えられた役割は責任を

持って果たす生徒は増え

ている。 

③ 「かながわ子どもサポー

トドック」の活用結果を

共有し、生徒に寄り添っ

た支援ができた。SC及

びSSWと連携して、本校

の実態に添った手順や日

程を工夫した。 

 

①下校時の服装の乱れが昨

年度より減少したのは、

あいさつ運動での指導の

成果と思われる。近隣か

らの登下校時の苦情があ

り、社会からの目を意識

させる呼びかけを地道に

続ける。 

②今後は学校行事等に関し

て、生徒自身が全体を俯

瞰し、役割を考えて主体

的に運営できるよう働き

かける。 

③「かながわ子どもサポー

トドック」の実施日程の

柔軟な設定を検討する。

日常的に職員間での情報

共有を図り、状況に応じ

て寄り添っていく。 

・学校行事、委員会活

動、部活動を通じて生

徒に役割を考えさせ生

徒一人ひとりが主体性

やリーダーシップを発

揮できる機会がある点

は評価できる。 

・社会的ルールを知ら

ない、わからない生徒

には身近な例を示しな

がら社会的ルールやマ

ナーを伝えて欲しい。 

・近隣からの苦情がゼ

ロとなるよう引き続き

地道な呼びかけをお願

いしたい。 

  

① 職員が日常の生徒指導

の意義等を共有したこ

とで統一した指導をす

ることができた。 

② 与えられた役割は最後

まで果たす生徒は徐々

に増加しているが、自

ら考えて行動する生徒

はまだまだ少数であ

る。 

③ 「かながわ子どもサポ

ートドック」の活用結

果を共有しSC及びSSW

と連携して、生徒に寄

り添う支援を行った。 

 

① あいさつ運動の成果

が表れはじめてい

る。さらなる地道な

声掛けを通して社会

性を高める指導を継

続する。 

② 生徒自身が積極的に

役割等を考えて企

画・運営できるよう

な仕掛けを計画す

る。 

③ 「かながわ子どもサ

ポートドック」を教

員間で共有して、SC

及びSSWと連携した

支援体制をさらに充

実させる。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月11日実施） 

総合評価（４月８日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

○ガイダンスの授業を軸

としたキャリア教育の

さらなる充実を図り、

主体的な進路選択の支

援を実現する。 

〇学校外の教育力を活用

して「課題解決能力」

や「コミュニケーショ

ン能力」を育み、キャ

リア発達を促す。 

①ガイダンスの授業で、

個性を尊重したキャリ

ア教育を行い、職業観

を養うと共に、進路実

現の支援を行う。 

②総合学科の強みを活か

し、外部機関との連携

を通して、授業の充実

を図り、主体的に学ぶ

態度や能力の向上を図

る。 

 

①ガイダンスの授業におい

て、自己実現の機会の充

実を図り、課題研究の取

り組みと進路指導を連携

させ、希望進路の実現に

つなげる。 

②職業人ガイダンス、職業

人インタビュー、フロ

ンティア学習、課題研

究等で、外部機関での

体験を行い、生徒の学

ぶ意識・探究心の向上

を目指す。 

①生徒に興味・関心を持た

せる内容であったか。そ

れにより、生徒の人生観

や職業観の形成に効果が

あり、生徒の希望する進

路支援ができたか。 

②課題研究等の取り組みで

適切な指導ができたか。

また、外部機関との連携

で意義ある体験をし、主

体的に学ぶことができた

か。 

 

①「産業社会と人間」や進

路ガイダンスを通じて、

生徒の人生観や職業観の

形成を養うことができ

た。進路説明会を年次ご

とに複数回実施した。 

④ 研修旅行やガイダンスで

外部機関と連携し、体験

や主体的な探究活動をす

る生徒が７割以上でき

た。夏季連携講座等、学

校外の学びについて生徒

に周知し、講座の受講に

つなげた。 

①自己実現に向けた意欲が

湧かない生徒への働きか

けの仕方を考えて行く必

要がある。興味関心があ

る分野が進路希望の実現

に結びつかない生徒への

アプローチの仕方を模索

したい。 

②地域研究やプレ課題研究

が交差する時期に戸惑い

が出ないよう年間計画を

再考する。級学校との連

携を強め、学校外の学び

の場を増やす。 

・「産業社会と人間」

や進路ガイダンスの継

続的な改善が、本校の

キャリア教育の質向上

につながっている点は

評価できる。 

・時代や社会の変化を

見据え、最先端な業

界・企業やその分野で

活躍するプロフェッシ

ョナルとの接点を増や

し、引き続き学校外で

の学びを拡充して欲し

い。 

① 授業や進路ガイダンス

を通して職業観の滋養

は図ったが、進路に対

する意識が低い生徒へ

の効果的なアプローチ

が課題に残った。 

② 外部機関と連携して夏

季連携講座や地域研究

や課題研究ができた。

時代の変化等を見据え

て学校外での学びの場

を拡大し進路実現の可

能性を広げたい。 

① 多様化する社会や

生徒を見据えて

「産業社会と人

間」のプログラム

の見直しも念頭に

入れて検討してい

く。 

② 外部の教育機関等

と連携して、学校

外での学びを強化

して進路支援する

ともに、ガイダン

スの充実を図る。 

４ 地域等との協働 

○学校運営協議会を通し

て、地域と連携・協働

して教育活動の充実を

図る。 

〇積極的に本校の教育活

動を発信し、社会に開

かれた学校づくりに引

き続き取り組む。 

〇防災意識を高め、本校

のSDGs(防災)の体制づ

くりに取り組む。 

①学校運営協議会の評価 

をもとに課題や改善方

策を模索するなど外部

との協働による教育活

動の充実を図る。 

②本校の教育活動をホー

ムページ等でリアルタ

イムに更新し情報発信

することで開かれた学

校つくりを推進する。 

③本校の防災体制を整備

し、定期的な防災訓練

を通じて生徒の防災意

識を高める。 

①学校運営協議会で確認さ

れた成果を継承し課題の

整理と課題解決を図る。 

②学校説明会や中学校訪問

文化祭やオープンスクー

ル等を通じて学校の魅力

を中学生や地域の方々へ

発信する。 

③防災計画を具体化し、地

域も含めた防災訓練を実

施し生徒の防災意識を高

める。 

 

①教育活動の成果を確認し

継続できているか。また

課題の整理と解決が図ら

れているか。 

②学校行事等での来校数は

増加しているか。また来

校時のアンケート結果を

活かしながら実施できた

か。ホームページの更新

と更新回数の状況確認。 

③状況に応じた防災訓練が

計画通りに実施できた

か。また、地域との連携

を図ることができたか。 

①学校運営協議会委員から

様々な提言をいただき、

教育活動の成果を再確認

した。 

②学校説明会および中学校

訪問、中学校ＰＴＡの来

校、文化祭やオープンス

クールなど10数回の広報

活動を行い、本校の活動

や状況を発信することが

できた。 

③年に２回の地震および津

波に備えた防災訓練を実

施し、地域の保育園との

合同訓練や聖星学園の避

難訓練を実施することが

できた。 

① 引き続き、学校運営協議

会の評価をもとに課題や

改善方法を模索し協働に

よる教育活動の充実を図

る。 

②定員を超える応募がある

など中学生や保護者のニ

ーズには応えることがで

きている。引き続き開か

れた学校づくりをしてい

く。 

③あらゆる災害および状況

に対応可能となるように

準備を重ね、防災の意識

を高めていく必要があ

る。 

 

・秋のオープンスクー

ルには多くの地域の方

が参加し、教職員の工

夫も随所に見られた。

こうした地道な取り組

みが、応募増に着実に

つながっている。ま

た、SNSで活動の様子

を発信していること

は、生徒の主体性を育

むだけでなく、開かれ

た学校づくりや学校の

魅力向上にもつながっ

ている。 

・防災訓練を地域全体

で行うことで、共助の

意識が高まると思う。 

① 学校運営協議会委員か

ら貴重な意見を頂いた

が、開催日の設定に課

題が残った。 

② 学校説明会や中学校訪

問、ホームページ更新

等を実施して、本校の

教育活動の発信を充実

させた。 

③ 防災訓練を地域施設と

合同で実施し、生徒や

職員の意識高揚を図っ

た。また、あらゆる状

況を想定した訓練を実

施して防災意識を高め

させたい。 

① 運営委員の参加人

数を増やし、教育

活動の充実を図り

たい。 

② 学校説明会のさらな

る充実とインスタグ

ラム等を活用して教

育活動を発信し、学

校理解を推進し地域

に開かれた学校づく

りを進める。 

③ 様々な状況を想定し

た避難訓練を実施し

て防災意識高揚を図

る。 

５ 
学校管理・ 

学校運営 

〇安全、安心な校内環境

を維持し事故防止に努

めて、信頼される学校

づくりを進める。 

〇ワークライフバランス

を念頭に置き、校務の

効率化を図ると共に生

徒と向き合う時間を確

保する。 

①計画的に校内研修を実

施し、法令遵守の意識

を高め、事故および不

祥事のない校内環境を

整える。 

②業務内容の見直しの検

討やTeams等のツール

を活用して業務のスリ

ム化を推進する。 

①適切な不祥事ゼロプログ

ラムを定め、定期的に研

修会を実施し、全職員の

事故防止に対する啓発活

動を行う。 

②チャネルの活用等による

打合せ時間の短縮化を推

進する。 

①事故・不祥事を防ぐため

に定期的に研修会を実施

し、全職員の事故防止の

意識を向上させることが

できたか。 

②時間外在校時間の集計結

果が昨年度より減少した

か。 

①年間を通じて不祥事ゼロ

プログラムに沿って研修

会を実施し、法令順守の

意識を高め事故・不祥事

の防止をすることができ

た。 

②グループや年次のチャン

ネルを設定したが活用状

況はバラツキがあった。 

①日頃から情報共有を密に

してコミュニケーション

を図ることで、引き続き

職員の意識向上に努めて

いく。 

②昨年より年間時間外在校

時間が数時間減少した。

引き続き働き方の意識改

善を進めていく。 

・年間の時間外在校時

間が減少し、ワークラ

イフバランスを意識し

た学校運営が進められ

ている点は評価でき

る。また、組織的なツ

ールの有効活用によ

り、校務の効率化を図

っていただきたい。 

① 状況に応じたタイムリ

ーな研修を実施して法

令順守の意識の高揚を

図った。 

② 電話案内等のツールを

使う等、できることか

ら「働き方改革」の意

識改革を進めた。 

① 気軽にコミュニケー

ションできる雰囲気

づくりを心掛ける。 

② 職員の声を聴きな

がら校務の効率化

を図る。 

 


